
 

 

 

 

 

 

通学路整備、ありがとうございます 
今年度、校長の朝の登校指導兼あいさつ運動では、各地

区に立たせていただいております。その際、気になる通学

路の状態（雑草等）について、たまたま居合わせた保護者

の方や地域の方に相談すると、すぐに対応して通学路の整

備をしていただいております。７月３日（水）に行われた

山東校区自治協議会でも、通学路のことについて相談した

ところ、すぐに対応していただき、地域の区役だけでな

く、北区役所植木地域整備室まで通学路整備に取り組んでいただきました。上の写真はその一例

で、通称「けんつき坂」の下の植木カントリークラブへ続く三叉路です。歩道が落ち葉等でほと

んど見えなくなっていたところをきれいにしていただき、雑木も整備していただきました。 

写真の場所以外にも、地域の方や保護者の方が協力して子どもたちの通学路をきれいにしてく

ださっています。山東小学校は本当に多くの方に支えていただいています。心よりお礼申し上げ

ます。 

子どもたちも 

ボランティア活動がんばっています 
子どもたちも、学校内でのボランティア活動をがんばっています。 

右の写真上２枚は今年のプールの写真です。落ち葉やごみがほとん 

どありません。委員会の子どもたちを中心に、５，６年生の子どもた 

ちが一生懸命きれいにしてくれています。一番下の写真は運動場で、 

こちらは低学年の子どもたちもよく雑草取りにきてくれています。 

この他にも、６月１７日～７月９日には全校あいさつ運動にも取り 

組みました。保護者の方が登校指導に立っていただいた時の気づきを 

記入する「交通指導記録帳」でも、今年度は「あいさつ」の項目が良 

くなっているように感じます。 

 また、このようなボランティア活動、あいさつ運動を行う子どもた 

ちのそばには、必ず先生たちも授業準備の合間を縫って一緒に活動し 

ています。教職員、保護者、地域が一体となって子どもたちの「報徳 

精神」を育んでいます。 
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歩道が見えるように 

なりました。 



じまん大会に２７組３９名もの応募がありました 

 6月25日（火）昼休み、運営・生活委員会（担当：三浦教諭・坂口

教諭）が中心となって開催された「じまん大会」に、なんと３９名もの

応募がありました。あまりの応募者の多さに、一人当たりの時間はかな

り限られたのですが、みんな楽しそうに思いっきり自慢（じまん）の技

を披露していました。また、その発表を見る側の応援も素晴らしかった

です。発表者ももちろんですが、見ている子どもたちの応援にも心が温

かくなりました。 

 

 

 

 

 ６月２６日（水）に行われた１年部の「ふれあい給食」では、学校栄養職員の原田礼子先生の

ビデオ講話に続き、校長もお話させていただきました。テーマは「子どもはみんな成長する～子

どもの成長を見守るために～」です。その中で「くまもと心理カウンセリングセンター」の岡崎

光洋先生から以前お聞きしたお話を紹介しました。そのお話とは、「モップ保護者にならないよ

うにしよう」というものです。モップ保護者とは、子どもたちがつまずいたり、ストレスを感じ

たりしないように、子どもたちの前をモップで掃除するように、あらゆる障害物を事前に取り除

いてしまう保護者を例えた造語だそうです。 

 子どもたちは日々、様々な課題や問題に直面します。勉強のことだったり、友達のことだった

り、遊びのことだったり。まだ経験が浅いので、なかなか効率よく自分で答えを出すことができ

ません。悩むことも多いです。しかし、そのような経験こそが子どもたちを成長させていきま

す。５，６年生向けにスクールカウンセラーの中村史先生がしてくださった講話でも、過度なス

トレスはよくないが、適度なストレスは成長に必要であるとお話しされていました。自分の子ど

もはもちろん、同級生を含めた周囲の子どもたちすべてを、根気強く見守り続け、その成長を手

助けしていきましょうというお話をしました。 

 雨の日の登校も同じです。昔ながらのしとしと降る程度の雨の時は、子どもたちにはできるだ

け歩いて登校してほしいと思います。もちろん、その日の子どもの体調もありますし、安全確保

とのバランスも難しいところですが、傘をさしながら安全に通学する経験も積ませたいところで

す。当然、大雨の時は危険なので、1時間前から気象庁の「ナウキャスト」を確認しながら「正

門前降車」の判断をしています。最近の雨は局地的で、しかも予報されていなかったところに急

に雨雲が発生することもあります。危険が予測される時は各家庭の判断で車での送迎や、登校時

刻を遅らせる等の対応をお願いします。 

 雨の降り方もそうですが、これからの子どもたちを取り巻く社会の変化は親の予測を超えてい

きます。そんな予測不可能な社会の中で「つまずかないように」「濡れないように」よりも、「つ

まずいた後の立ち上がり方」「濡れた後の服の乾かし方」をしっかり学ばせていきたいですね。 

校長コラム② 子どもは成長する 

～大切なのは、つまずいた後の立ち上がり方、濡れた後の服の乾かし方を学ぶこと～ 

 

みんな 


